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出席者 過疎対策検討委員会委員８名 

事務局 石橋総務課長、常泉室長、小澤 

会議資料 

 ・子育て支援の拡充と交流拠点整備による長南町の活性化 

 

 

  

１．委員長あいさつ 

１１日に提言書（中間とりまとめ）を藤見町長に提出いたしました。１２月

中旬には最終の提言書を提出する予定の旨を伝えました。 

 

２．検討・協議の内容 

 （岩瀬委員長） 

長南農業のイノベーションの部会のほうからお願いします。 

 

 （西田委員） 

  やはり、後継者不足の解決方法についていろいろ検討しているが、なかな 

か良い解決策が見当たらない状況であります。 

 

（三十尾委員） 

 後継者不足の解決策として、農業の組織化を行い集落営農をしていくこと 

が望ましいと考えます。新規農業参入者（町外からの転入者）は、初期投資 

の問題から、いきなり個人で農業経営をすることはかなり厳しいと思います。 

 いずれにせよ、後継者不足が農業問題については一番の課題であると思い 

ます。 

 

（岩瀬委員長） 

 それでは、前回の内容からは大きく変わったところはないようですが、こ 

の政策の方向性について、委員の皆さんの御意見をいただけますか？ 

 



（佐久間委員） 

 農業大学の誘致について政策として取り入れていくのはどうでしょうか？ 

 

（岩瀬委員長） 

  三十尾部会長さん、ご検討をおねがいします。他にございますか？ 

 

 （池田委員） 

  有機栽培・無農薬の小規模農業センターを作ることが良いと考えます。 

 

 （岩瀬委員長） 

  今出た御意見についても検討していただくことでおねがいいたします。 

 

 （長谷川委員） 

  新規の就農者に対して、町の補助のようなものは無いのですか？ 

 

 （三十尾委員） 

  新規就農者に対しての補助は、いま現在はありません。 

 

 （岩瀬委員長） 

  新規就農者に対する町の取り組みの公表などについても政策の方向性とし 

て検討していくのが良いと思います。 

  それでは、次に創造型産業の醸成と誘致について検討したいと思います。 

 

 （武田委員） 

  政策の方向性については、すでに７つほど提案しています。この政策を実 

現させるにはどうしたらよいか、委員の方々の意見をいただければ助かりま 

す。 

 

 （岩瀬委員長） 

  この提言は、非常に長南町の未来が明るくなるような希望が持てる政策で 

あると思います。ですから、是非実現できるよう皆さんで意見を出してまと 

めていただきたいと思います。 

 

 （西田委員） 

  創造型産業の中の六次産業が雇用の創出に繋がってくると思います。長南 

の財産はなんだと考えることが大事だと思います。 



 （岩瀬委員長） 

  中橋委員に対し、現在、町内において商店を経営している店主の方々も、 

長南町の過疎化に対する自らの経営の危機意識は持っていると思いますが、 

創造型産業に対して取り組んでいくような傾向や意識はありませんか？ 

 

 （中橋委員） 

  現在はなかなか取り組めていない状況です。 

  新しい物や制度に対して過疎の悪循環になっていて、人が来ないから新し 

いものに取り組まない。新しいものが無いから人が来ない。といったような 

ところが見受けられます。 

  若い人が少ないからなおさら、新しいものに取り組んだり意欲をもって経 

営を改善していくということが少ないのではと思います。 

 

 （長谷川委員） 

  長南町マップを作りたいと考えていました。長南町の魅力を発信したり、 

ワークショップを企画したり、そういったことをＩＴを通して行うことによ 

ってもっと効果が拡大すると思います。 

 

 （岩瀬委員長） 

  今のはなしは、情報発信のほうに加えるのはいかがでしょうか？いろいろ 

お話を聞くと、他の提言に取り入れていったほうがよいと思われる内容もあ 

りそうですが、インターネットやホームページ等ＩＴ技術を活用することな 

どをもう少し掘り起こしていって政策に反映できるようにしましょう。 

 続いて、子育て支援と交流拠点の整備についてに移ります。 

 

 （長谷川委員） 

  前回からの変更点は、政策名および目的の文章について修正をしてありま 

す。課題については、子育てサークルの活動拠点として旧長南幼稚園と具体 

的に明記しました。また、政策の方向性をより明確なものとしました。（４－ 

１、４－２、４－３、４－４について説明をした。）さらに、参考として１か 

ら４まで事例を掲載しました。 

 

 （三十尾委員） 

  今後公民館の建て替え等の予定があることもお聞きしてますが、そういっ 

た中に交流拠点の整備（図書館の設立）なども含めて検討していくのはどう 

でしょうか？ 



 （長谷川委員） 

  今後出るであろう空き小学校の校舎を有効的に活用することも良いのでは 

ないでしょうか？ 

 

 （岩瀬委員長） 

  それでは、これまで出ました意見を更に検討を重ねて、長南町の明るい未 

来をつくる提言となるようにしていきましょう。 

  次回の会議は１１月６日（水）、午後６時３０分から行います。場所は、分 

館第一会議室になります。 

  

午後８時３５分 閉会  


